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ここがポイント！【研究内容】

データ同化で水環境や降雨出水の
再現予測モデルに新たな地平を

入江 政安 IRIE Masayasu

地球総合工学専攻 教授
社会システム学講座 みず工学領域

• 台風の進路予測などに使われるデータ同化は、観測データを使っ
てシミュレーション結果を修正することにより再現予測精度を向
上させることができ、水環境解析や大雨の時の出水予測に適用し
ています。さらに、実験や現地観測では得られにくいモデルパラ
メータ（係数）の推定までに発展させ、モデル式自体を見直したり、
モデルを高度化するパラメータ推定技術として発展させています。

• 水域の貧酸素化対策や地球温暖化適応策の検討といった水災害・
水環境解析を、湖沼から内湾まで幅広に、力学から生物地球科学
まで横断的に対応できる珍しい研究室です。

データ同化、水環境、貧酸素化、地球温暖化、水災害

応用分野 地球温暖化対策、水産資源回復、食糧自給、エコな生活
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